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1．はじめに　　　　   　　　　　　▼

　最初に危機感を感じたのは2月であった。1月

下旬には新型コロナウィルス（以下、コロナ）

の国内感染が広がり、2月中旬には国内初の死

者が出た。3月2日には安倍首相が臨時休校を要

請し、首都圏・関西圏の大学では遠隔授業の導

入が次々と発表された。筆者自身も様々な地域

の大学関係者と情報交換を行う中で、前例のな

い危機的事態が迫りつつあると感じた。まずは、

新学期開始が近づくなか、経済経営学部の学生

と教員を感染からどう守るのか、授業のオンラ

イン化をどう進めるについて、方向性を示す必

要があると確信した。

　筆者は、リスクマネジメントのなかでも、危機

発生直後の局面においては、「最悪の想定」「優先

順位の決定」「早期の判断と準備」「組織的対応」「リ

スクコミュニケーション1」という５つの原則が

重要であると考えている。加えて、リスクマネジ

メントの観点からは、「ピンチはチャンス」であ

り、「守りから攻めに転じる機会をうかがう」発

想も重要となる。そこで、本稿では、「守り」と「攻

め」の両面から、どのような対策を実施してきた

かを振り返る。そのうえで、「コロナ禍を活かす」

とはどうあるべきかを論じたい。
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2．遠隔授業のリスクマネジメント   ▼

　本学では、4月2日に入学式は実施されたもの

の、新入生ガイダンスは必要最低限に縮小された。

注文したPCが届いていない新入生も多く、大学

のアカウントをスマホに登録することが精一杯で

あった。

　全学レベルでは、4月6日になって授業開始日

が4月8日から4月22日に延期された。続いて、4

月14日には、（実習等を除く）授業をすべて遠隔

授業で行うことが決定された。ただし、授業方法

についてはほぼすべて各学部に一任されたのであ

る。

（1）早期の判断と準備の開始

　経済経営学部では、3月半ばの時点で遠隔授業

の導入は不可避であると考え、職員や学部教員

と遠隔授業の可能性について検討を進めていた。

1．ここでいうリスクコミュニケーションとは、危機に直面した際に、その回避や被害の削減、緩和等のために行う、
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石川県内においてコロナの感染状況が拡大しつ

つあった3月25日には、教室定員の変更や学生の

着席方法の指定、オンラインツールの活用など

を盛り込んだ「授業運営方針」を策定した。こ

の時すでに、「緊急事態に備え、定期試験は極力

実施せずにすむよう、授業内での評価を積み重

ねる」という、授業の評価方法の変更にも踏み

込んだ。

　その後、4月1日には、遠隔授業に関する方針

を取りまとめ、「双方向性の確保」や「課題等の

フィードバックを必ず行う」ことを盛り込むとと

もに、遠隔授業実施状況の確認のために、非常

勤教員を含む全教員が授業毎に「授業実施報告

フォーム」（授業の概要、課題の内容、前週の課

題の提出率、良かった点、改善点など）を記入す

ることした。

（2）遠隔授業に向けた優先課題の設定

　筆者は、本学部の方針として、①学生全員がオ

ンライン環境に確実にアクセスできること、②遠

隔授業に関する方針を組織的に決定すること、③

学生が遠隔授業の目的や意義を理解すること、の

3点を優先課題と考えた。具体的には次の通りで

ある。

①新システムへの切り替えとアクセスの保証

　本学では3月末に学内情報システムが大幅に

刷 新 さ れ、G Suite for Education及 びMicrosoft 

Office 365と、Wi-Fiのログインを含めたシング

ルサインオン（SSO）が導入された。学生がこの

新情報システムを利用するためには、大学敷地

内のWi-Fiに接続し、パスワードを変更した上で、

すべての新システムについて設定を行う必要が

あった。

　しかし、この時期において、学生のアカウント

切り替えはかなり難航した。そこで、授業延期が

決まった翌日の4月7日から教員総動員体制をと

り、全学生のアクセス状況をGoogleスプレッド

シートで共有し、未アクセス学生に対しては学生

本人のみならず保護者にまで電話連絡を行って対

応を迫った。また、ゼミが開講される予定時間に

体調管理アンケートを毎回実施し、学生が時間割

通りにアクセスする習慣づけを行った。さらに

は、学生のPC保有率や自宅のWi-Fi回線状況を調

査し、自宅や自室から遠隔授業への参加が難しい

学生を洗い出す作業も行った。

②学部の方針決定と組織的FD

　4月13日には、より具体的な「遠隔授業に関す

る学部方針」を策定した。ここでは、授業形態は

同期型、非同期型のどちらでもよいとし、オンラ

インツールもmanabaを基本としつつ、Microsoft 

Teams（以下Teamsと略称）やZoom等の活用も

認めた。これは、本学のIR・情報担当学長補佐で

ある田尻慎太郎教授の「オンラインツールは何で

も使えるようになったほうがよい」というアドバ

イスによるものである。有事においては「専門家

を含めた多様な意見を公式・非公式的に聞き、意

思決定に活かす」姿勢が重要となる。一連の方針

策定の段階で、本学教員だけでなく、職員や外部

の大学関係者等の意見も反映されていることは言

うまでもない2。

　同日には、非常勤教員を含めた全教員を対象

として、Zoomによる情報交換会を行った。こ

の時は、本学のアカウントの仕組みといった基

本的な話題から、各種オンラインツールの特徴、

非同期型の授業教材の作り方などに至るまで、

様々な情報交換が行われた。その後も、Zoomに

よる情報交換会を定期的に実施し、教員が疑問

点や問題点を共有したり、それを受けて学部の

方針を修正するというサイクルが短期間で回る

ようになった。

2．拙稿「教職協働と大学リーダーシップ」『教育学術新聞』平成31年2月20日号。
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　この方法は多くの教員に安心感を与えたと思わ

れる。ある非常勤教員からは、遠隔授業開始早々

に、「北陸大学における事前の学生への周知、お

よびシステム的に必要な準備を背景に、学生が的

確に対応してくれたと感じた」というコメントが

寄せられた。

③学生とのリスクコミュニケーション

　学生に対するWi-Fi環境支援等はすでに多くの

大学で行われていた。だが、学費減免等に関す

る様々な議論が沸き起こっている中で、大学と

学生間における信頼関係の構築やジレンマの解

消等を目指すリスクコミュニケーションに注意

を払っていた大学はそれほど多くなかったよう

に思われる。

　本学部では、学生に対して筆者がメッセージ動

画を配信することにした。コロナ禍でアルバイト

もままならない生活が続いている学生を励ましつ

つ、遠隔授業の目的を明確に伝えるためである。

動画では、遠隔授業が「学びを止めない」ことに

あること、また、遠隔授業はコロナ禍対策という

消極的な意味だけでなく、これからの社会で必要

となるツールを使いこなせるようになる機会であ

り、むしろ積極的にとらえてほしいというメッ

セージを伝えた。

　メッセージ動画の配信は5月下旬まで数回にわ

たって行った。遠隔授業に関するアンケートも定

期的に実施し、その結果も学生にフィードバック

した。例えば、数種類のオンラインツールが混在

していて混乱するという声に対しては、就職活動

においても企業ごとにオンラインツールが異なっ

ているように、在学中に様々なツールを使えるよ

うになることが大事だと伝えた。他方、「学生か

ら質問がきて回答しても、その後、学生から応答

がないため、問題が解消したのかどうかがわから

ない」という教員の意見があることを伝え、学生

に対してリアクションの重要性を理解してもらう

ようにしたのである。

　動画メッセージに関しては、多くの学生が視聴

したようである。学生アンケートでも「こまめに

連絡が来た点はよかったと思う」「コロナで大変

なのに先生方はできるだけの事をしっかりとして

くれた」等の記述が見られた。

　このように、教員の情報交換会と学生への動画

メッセージを同時並行的に実施したことで、筆者

は教員と学生が感じている問題点をともに把握す

ることができた。また、それらを双方にフィード

バックすることもできた。つまり、リスクコミュ

ニケーションにおけるハブの役割を果たしたと言

える。

（3）遠隔授業の協働体制

　結果から言えば、本学部の遠隔授業に対する

学生の満足度評価は高いものとなった。その理

由の一つは、以前から存在していた教員の協働

体制にあることは間違いない。初年次ゼミ等の

コア科目等では、共通教材やシラバスの作成か

ら成績評価に至るまで、緊密な打ち合わせと情

報共有を重ねながら授業を実施する体制が構築

されている3。

　こうした教員の協働体制のもと、例えば1年次

必修科目である基礎ゼミナールでは、教材作成

チームの若手教員たちが、オンラインツール上で

協同学習を進めるために、Teams上でのグループ

ワークや、パワーポイントを共同編集するための

教材を見事に作りあげた。教員やSAが参照する

3．詳細は、拙稿「学部マネジメントと学部長の役割」『大学マネジメント』2018年6月号、大森昭生・成田秀夫・

山本啓一・吉村充功『今選ぶなら、地方小規模私立大学! ~偏差値による進路選択からの脱却』レゾンクリエイト、

2018年、拙稿「北陸大学経済経営学部の経験と課題〜教学マネジメント体制の構築に向けて」『IDE-現代の高等教育』

2020年11月号等を参照。
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コマシラバス（授業進行案）には、授業内容に加

えて、Teamsやmanabaの操作方法についても詳

細に書き込まれていたため、担当教員全員とSA、

そして学生も、授業を通じてTeamsの機能に習熟

できたのである。

（4）遠隔授業の成果

　遠隔授業に関しては、前述した「授業満足度の

上昇」に加え、「授業外時間学修の増加」や、「前

期GPAの上昇」、といった成果が得られた。

　授業満足度については、4月下旬から6月にか

けて実施されたアンケートにおいて、平均値が

徐々に上昇していった（4月は3.43、5月は3.54、

6月は3.57）。全学IR室が実施したアンケートで

も、本学部の教員と学生の双方が遠隔授業の効果

を高く評価していたという結果が出ている。

　学生の時間外学修時間も大幅に上昇した。昨年

度の調査では、「1週間の時間外学修時間が5時間

以上」の学生が24%（全国平均は約33%）であっ

たのに対し、今年度の遠隔授業期間では57%だっ

たのである。１・２年生の時間外学修はさらに多

い傾向が見られた。

　前期の成績にも変化が見られた。ここ数年、

学部全体で成績評価の厳格化が進行したことも

あり、1年生のGPAは年々低下傾向にあったが、

今年度は4学年のなかで1年生のGPAが最も高い

という結果が出た。また、例年は上位学年にな

るにつれてGPAが低下していたが、今年度は2年

生・3年生ともにGPAが前年度より上昇したので

ある。

3．ピンチからチャンスを見出す　   ▼

　遠隔授業の開始後すぐに、筆者は、遠隔授業の

充実度合いや学生の反応の良さに大きな手応えを

感じた。初めての遠隔授業に対して、学生たちが

普段の授業以上に熱心に取り組んでいる様子には

驚かされた。また、教員も様々な工夫によって、

図１　基礎ゼミ１コマ目コマシラバス抜粋（作成：奥田純子助教）

2020 年 3 ⽉ 30 ⽇作成 
2020 年 4 ⽉ 9 ⽇修正 
 

特例期間中の基礎ゼミナールの⽅針 (案) 
 

作成：奥⽥ 純⼦ 
 
1. 基礎ゼミナールとキャリアデザインⅠの共通事項（省略） 
2. キャリアデザインⅠのみの事項（省略） 
3. 前期のポイント 

① 授業開始⽇がずれ込むため，基礎ゼミの初回授業は 4/23 (⽊) となる。なお，ずれた分を補講
する必要はない (夏季休業が少なくなるらしい)。 

② 前期はすべて遠隔授業で実施するくらいの覚悟で準備しておく。 
4. 初回授業の流れ 

該当回 内容 
担当者 

(敬称略) 

初回まで 授業までに以下のことを実施しておく。 
o 受講⽣の体調チェック（4/16） 
o ⾃⼰紹介⽤に⾃分⾃⾝を象徴する写真 1 枚を準備するよう受講⽣に

案内する (⾃分⾃⾝が写っていないもの。当然教員も準備しておく) 
o ガイダンス動画（ppsx.）を作成する（作成⽅法は URL 参照） 
o 【manaba】「ガイダンス動画」と「教員からのメッセージ動画1」を

「コンテンツ」にアップロードする（公開は授業開始時） 
o 【manaba】ガイダンス確認テストを「⼩テスト」にインポートする 
o 【manaba】「⾃⼰分析ワークシート」を「アンケート」にインポー

トする 
o 【Teams】「⾃⼰紹介」というチャネルと「第 1 回」というチャネル

を作成しておく 
o スクーリングの課題提出期限をリマインド 
o PC に Teams をインストールし，13:15 までに PC の Teams を開い

て待機しておくよう学⽣にアナウンス 
o SA と打合せ（チャットに参加していない学⽣に個別に声かけなど） 

各⾃ 

 

動画の作成⽅法
2：宇都 

 

ガイダンスパワ

ポ作成：中村 

 

manaba へのイ

ンポートファイ

ル作成：奥⽥ 

初回 
4/23 

【⽬的】 
ゼミの教員と学⽣メンバーを認識し，Teams を活⽤した授業に慣れる。 
【到達⽬標】 

授業設計：奥⽥ 

(⽇下) 

 

 
1 動画はこちら〈https://youtu.be/〜 
2 動画はこちら〈https://youtu.be/〜  ←動画は PowerPoint2019 で録画していますので，同じ機能を使いたい⽅は
PowerPoint2019 をインストールしてください(宇都)．ちなみに mac はスライドショーでカメラ使えません（奥⽥） 

① Teams などのツールを活⽤する意義を理解できる。 
② Teams 上で⾃⼰紹介ができる。 
③ Teams のビデオ通話で互いの顔を認識できる。 

 
o 出⽋確認 
→manaba のアンケートに回答するよう指⽰ 

o 「第 1 回」チャネルに今⽇の⽬的と到達⽬標を投稿3 
→読んだ学⽣にリアクションボタンを押してもらう 

o リモートワークの動画 URL を投稿4 
→各⾃⽇本語字幕を表⽰して動画を視聴し，感想を返信スレッドに
書くよう指⽰する（教員と SA は必ずリアクションする）。 
→リモートワークは今後増えてくるということを知って，Teams な
どのツールに慣れておく意義を理解するねらい。 

o 「⾃⼰紹介」チャネルへの移動を指⽰ 
o 以下の〈やり⽅〉をコピペして投稿5 
〈やり⽅〉 
①「添付」をクリックして写真を投稿する（スマホから投稿しても
よい） 
②なぜその写真は⾃分を象徴するのかを返信スレッドに書く 
③書き終わったら他の⼈の投稿を⾒て，スタンプかコメントで必ず
反応する（10 分間） 

o ビデオ・チャットで顔合わせだけする（10〜15 分くらい） 
→ひとりずつ名前を呼んで返事をしてもらう 
→SA からは軽く「SA について」紹介する6 

o 宿題のお知らせ 
→以下をコピペして「第 1 回」チャネルに投稿 

 
第 1 回宿題【manaba】 
①「コンテンツ」にアップされた基礎ゼミナールとキャリアデザインⅠ
のガイダンス動画（スライドショー），教員メッセージ動画の視聴をす
る。 
②ガイダンス動画に関する内容のチェックテストを「⼩テスト」で受験
する。 
③⾃⼰分析ワークシートを作成し manaba のレポートに提出する。 

宿題（⾃⼰分析

WS）：⽇下 

 
3 Dropbox の「【学⽣⽤】0423 レジュメ」を共有して読んでもらっても良いです。 
4 https://www.youtube.com/watch〜 
5 やり⽅を投稿したら教員と SA から率先して写真を投稿する。 
6 「SA について」というスライド（新村作成）を SA が画⾯共有するが，ネット環境の問題で難しい場合は教員が画⾯共
有して SA が話す（教員と SA 間で話をしておく）。ファイルは Dropbox にあり。 
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遠隔授業の質向上に日々取り組んでいた。このよ

うな状況の中で、「攻めに転ずる」姿勢が生まれ

ていったのである。

（1）オンラインオープンキャンパス

　5月に実施予定のオンライン・オープンキャン

パス（以下、OC）では、頑張っている学生を主

役にすべきだと考えた。実際に5月23日に開催さ

れたオンラインOCでは、学生たちがコロナ禍の

中で遠隔授業にいかに取り組んでいるかを語りつ

つ、高校生を励ます内容となった。開催時間は僅

か1時間であったが、参加者は高校生50人、保護

者や社会人36人と予想以上であり、テレビニュー

スや新聞等でも「北陸初のオンラインOC」と報

道された。

　参加者からは、「OCが開催されないまま受験を

迎えるのではないかと思っていたが、オンライン

OCを開催していただいたおかげで不安な気持ち

が少し減った」とか、「在宅であることをプラス

に捉えて行動される学生さんのメッセージに感銘

を受けた」という肯定的な反響が寄せられた。

（2）保護者対象オンライン講座

　もう一つの取組みが「保護者対象オンライン講

座」である4。きっかけは、オンラインOCに参加

した学生スタッフの「うちの親が遠隔授業を横で

見てて、あれこれ感想を言ってますよ」という一

言であった。

　学費返還問題が話題になっている中で、保護者

が遠隔授業に興味を持ってくれているというの

は、チャンス以外の何物でもない。そこで、保護

者がより興味を持つようなテーマでオンライン講

座を実施すれば、本学部の遠隔授業の方針や教育

姿勢に対してさらに理解を深めてもらえるのでは

なかろうかと考えた。

　このアイディアを何人かの教職員に話したとこ

ろ、即座に全員が協力を申し出てくれた。多くの

教員も攻めに転ずる機会を待っていたのである。

こうして、2週間後には告知・受講者募集を開始

し、1 ヶ月後にはオンライン講座を開始すること

となった。

　申込者は、保護者約45人と一般社会人を加え

て約90人となった。講座の参加者からは、「息子

のリモート授業のイメージがなんとなくつき、参

加して良かったと思った」「遠方の保護者の方と

交流を持てるというのは画期的」「東京在住のた

め、コロナ禍でどこにも行けない今、週末の楽し

みのひとつになった」という声が寄せられた。

4．コロナ禍を“活かす”とは　　   　▼

（1）コロナ禍以前に戻る「弾性力」

　本学部が実施してきた取組みは、コロナ禍の「せ

いで」導入せざるを得なかったものも多くある

が、コロナ禍の「おかげ」で、これまで実現が難

しいと思われていたことを一気に変えられた面も

ある。

　当初、遠隔授業の全面実施がこれほどスムーズ

に実現できるとは予想しておらず、これは嬉しい

誤算であった。しかし、遠隔授業は技術的にはもっ

と早くから導入できたはずのものである。以前か

ら非同期型遠隔授業を導入していれば、就活や対

外試合で欠席する学生でも、公欠という制度に頼

らずとも学修の機会は保証できたはずであった。

それを拒んでいたのは我々の固定観念ではなかっ

たか。

　また、「定期試験を行わない」方針に基づき、

本学部では、ほぼすべての授業において定期試験

が実施されず、小テストやレポート等を積み上げ

て評価する方法に変更された。これも平時ではお

4．Between情報サイト「オンライン授業から派生した講座で保護者とコミュニケーション―北陸大」2020年08月18日, 

http://between.shinken-ad.co.jp/univ/2020/08/hokurikudai.html
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そらく実現されなかったことである。これを「次

の改革の糸口」とみることもできるが、「元に戻る」

シナリオも十分ありえる。

　11月現在、地方の多くの大学では対面授業が

復活している。本学においても、様々なことがコ

ロナ禍以前の状態に「戻り」つつある。リモート

ワークは定着せず、教職員は「通常」勤務に戻った。

このような「弾性力」が各方面で働くなか、自然

に任せれば、さらに多くのことが、「コロナ禍以前」

に戻る可能性も高いのではなかろうか。

（2）コロナ経験から「学んだ」こと

　本特集のキーワードである「コロナ禍を活か

す」とは、「経験したことの本質に気づき、そこ

から対応策や解決策を構想し、実行する」とい

う意味であるはずだ。したがって、今こそ、コ

ロナ禍から学び、変革を続けられるかどうかが

問われている。

　本学部でも、次年度以降の「遠隔授業に関する

ガイドライン」を取りまとめる予定である。コロ

ナ対策を一つの軸にしながらも、Society5.0社会

への対応という中長期的な視点を意識した遠隔授

業方針を立案できるかどうかがポイントになるは

ずだと考えている。

　希望的側面としては、対面授業が「復活」した

とはいえ、すべてが「戻った」わけではないこと

である。本学部では、学年全員を対象としたプレ

ゼン大会やキャリア講座の実施方法は大きく変化

した。以前は大教室で実施していたが、現在は、

学生を小教室から移動させず、Zoomで講座内容

を各教室に中継している。資料やワークシートは

すべてmanaba上で配布している。学生は講師の

話を聞きながら、PCで資料を確認しつつワーク

シートの作成を行っている。これらの作業はすべ

てPC画面上で行われており、教室のスクリーン

にはたまに目を向けるくらいである。ワークシー

トの記述内容についても質が向上している。

　ここからは、今後の大教室授業をどう改善す

ればよいかのヒントを読み取ることができる。

オンラインツールに慣れた身からは、大教室の

黒板の前にある小さなスクリーンや天井からの

吊り下げモニタは、視認性の低い不親切なデバ

イスにしか見えない。これからはオンラインツー

ルやLMSを活用し、スクリーンに頼らない授業

を行うほうがよいのではないだろうか。ただし、

このような授業改善を組織的に実現するために

は、遠隔・対面の両面から「ニューノーマル時

代における授業のガイドライン」を学部や大学

で策定する必要があるのではないか。

　学生の意識も変化している。今年度前期のGPA

が昨年度よりも上昇した学生たちにはある共通点

がみられた。それは、「課題が出たらその日に取

り掛かることを意識した」とか「復習をちゃんと

するようにした」とか「ノートやメモをとにかく

とるようにしていた」など、自分なりの学習方法

を確立させていた学生が多いことであった。遠隔

授業においては、学生の自己調整学習スキルが鍵

だと言われてきたが、遠隔授業期間中にそれを向

上させた学生が多かったのではなかろうか。では、

対面授業復活に伴い、時間外学修時間の減少や、

学生の自己調整学習スキルの低下につながらない

ために必要な対策とは何だろうか。

　このように、コロナ経験をふりかえることに

よって、次に取組むべき課題が見えてくるはずで

ある。意図的であれ偶然であれ、遠隔授業によっ

て生じた成果や機会を見逃さずに次につなげてい

く、その意思を示すことこそが、「コロナ禍を活

かす」ことになるのではないか。


